
奈良国立文化財研究所要項

Ｉ研究事業概況

公開講演・現地説明会

1 1 9 7 1年５月291 1節29 I r i I 公開講演会於洲究祁

「一乗谷朝倉氏遺跡について」牛川喜幸。

「手彫り唐草文瓦について」松下正司。

「写真測餓による遺跡の測定について」伊東

太作。

2 1 6 7 1 年1 0 月２日平城宮第２次内裏築地回廊

東南隅( 節7 3 次) 禰査現地説明会、中哲雄。

3 1 9 7 1 年1 1 月６．１３Ｈ第3 0 回公開識淡会

於本所

「裁判至要抄について」I I l 1 l ･ ' 稔。

「薬師寺金堂本尊の荘厳について｣ 長谷川誠。

「奈良時代寺院建築の様式について｣ 鈴木嘉吉。

「地方寺院成立の背景－川原寺式瓦の分布に

関連して－」八捜晋。

「唐招提寺金堂本尊の椴造について」星1 1 1 将

也。（要旨５６．５７ページ）

4 1 9 7 1 年1 2 月1 1 Ｈ薬師寺金堂雑駁発掘調査現

地説明会藤原武二・

5 1 9 7 2 年３ﾉ j l l I l 平城京縦城門跡発掘捌在現

地説明会菅原正明。

外国出張

首里城正殿復原の調査研究ならびにその指導

1 9 7 1年９月1 3日～９月1 8 1~ｌ鈴木嘉吉沖細。

平城宮跡の整備に関する打合せ会議

1 9 7 1 年６月2 2 日於調査部。

平城宮跡調査整備委員会

１総会・発掘調査部会・盤備部会1 9 7 1 年９児

２８日於調査部。

２整備部会1 9 7 2 年３月1 5 1 - 1 於調査部。

普及事業

１平城宮跡盗料館．覆屋特別公開1 9 7 1 年４月

2 9 1 1～５月５１１兄' 学者2 , 6 6 5 f i 。

２平城宮跡資料館・覆屋特別公開1 9 7 1 年1 0 月

2311～11月７１１見学卸1 , 3 2 6名。

３平城宮跡見学荷数

区分世雌｜資料館 ’ 計

1 9 7 1年度｜‘ 1 7 , 9 5 3名2 3 , 7 7 7名’ 7 1 , 7 3 0箱

累計’ 1 5 8 , 2 4 9 詔3 7 , 6 1 3 希’ 1 9 5 , 8 6 2 名

1 9 7 1 年度文部省科学研究費交付金による研究

研究課題｜種類Ｉ担当者ｉ交付金
単位千円

南部諸寺縁起の総合的総合Ａ長谷川誠1 , 3 0 0研究

古代土木建築遺跡の空一般Ａ横山浩一15 , 000搬研究

綱縦麓鯛二綴)黙i i 篭『: : ：
（継続）

総維における地一般ｃ佐原翼６３０
建造物の経年的変形に

蟻雛弓疑圏. 撚晶牛川蔦幸２００
拾芥抄の維礎的研究奨励Ａ東野治之１００

饗撚縦存に関す焚励Ａ沢川正昭’ ２０

懸羅繍皇鰯金繍｜｜: :，
１１図書および資料（1 9 7 1 年度米現祁）

図諜2 3 , 8 6 5 冊写真8 0 , 3 2 2 点

１１１施設（1 9 7 1 年度）

土地8 7 8 , 0 1 6 ㎡（そのうち平城宮跡8 7 1 , 5 6 8 ㎡）

建物 建物ｌ春日野｜平城ｌ藤原 ’ 計

1 ド務所 ’ ７９７

倉庫・収蔵庫’ １９１１２‘ 7 2 8

屯床 ’ ２０１１２８

会談室 ’ ４０
継唯１０９

寧真室８６
涜料館

糧屋・展示Nｉ

その他２０Ｃ

計’ １，４．１３

1, 9‘ １３

1．９３５

５７６

17,3101

7 9 7

2. 91も

１．１Ｆ

4０

1０９

蹄

1, 943

1. 935

3 １０，１，０８６

3 1 0 ９，０６３
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l l l I 院家建築の研究
１２N巧匠淡阿弥陥仏快慶
l 3 1 1 I 嬢殿造系庭閲の. 立地的考察

洲【線器鏑総緋鳴細蝋
ｌ６Ｉ平城宮発掘調査報告ⅢＩﾉ ｻ喪地域の洲ｊＩ１ｆ
ｌ７１Ｉ平城奮発伽調査報告1 Ｖ１．柵地域の柵賊２
１８１Ｉ小堀遠州の作聯

』: , I 撫蛎とその院家
2 1 冊研究論災１

予算（1 9 7 1 年度）

88, 725千円物|' |: ＹＩｉ２２４, 323Ｔｌ' ］計．313, 048Ｗｌ
研究成果刊行物奈良圃立文化1 1 ｲ 研究所 ' γ : 報
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奈良国立文化財研究所史料
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ｌｌｌｌ仏師迎腿の研究
2 1 1卜修学院離猶の復Ｉｉ〔的研究
３Ｍ文化史論進
. l Ⅲ奈良時代脳" ; の研究
５Ⅲ飛鳥寺発掘I 淵査服( ! 『

識|難聯紬礁
９１１川原寺発掘孤査級僑
１０m平城宮跡・伝飛鳥板蓋‘ 脚跡発伽洲在級( ! 『

杉l l l l l 1r弓・’ ' ' ' ' ' 一邸・Ｉｌｌ１ｌＩ稔蝿・
職Il f
l I亨三，

水酪1Ｉ
公夫.
|: 満足
卜･鈴/｜

･'11｢ｌｉ
ｉ稔．］
i稔･ﾆ」

, ｣1ﾘl : ｉｌＩｆ足・鈴木淵1' 『

ｆ
浜l [ 雌
･鈴木粥･‘
<淵IIf･］：

稔･工藤
二藤･ 沢村
兵藤・沢Ｉ

l [ 雌・杉111二郎
木粥･ ‘ 4f ･ＩⅡ中稔･工藤圭章･ＩＩ１ｌｌｉ豚
‘ I f ･工雌･ l l 1I I I 琢･岡川･端木

７ノｊｌｌｌ

８ｊｊ３１１１

９ｊｉｌＩ１

小林剛
森越
守川公夫
坪井･鈴木蔦Ｉｌｆ･川巾稔･工藤･ I 1 i l l I 琢・岡I 昨狩獅･河原
柾木･坪ル|ⅡI l i 稔･工藤･沢村･ ' １１巾琢･岡I Ⅱ･狩野･河原･珊水
雁木･坪兆l l I I l 1砿･工藤・沢村･l I l I I i 琢・岡l Ⅱ･狩111f ･河原
燕蝋
杉山儒三
守|Ⅱ公夫
0ﾄ藤延ｿ ] ・I I I I l J 稔・長谷川誠・沢I Ⅱ11§昭

名

６ノj l 6I l

6j l 2811

６j l 3011

Ⅵ人事移動

（1971年４月１１１～1972年３j j 3111）
１月１「Ｉ九州大学文学部助教授に転任平' 1 1 斑。

淀術. K 芸研究室長に外圧長谷川誠、
国立国語研究所庶務課課長I l l i 佐に' 脚匠
国井和朗。庶務課課長補佐にj r l L 任寺
尼敏明。庶務課専門貝に外任，庶務課
平城宮跡整備管理係長に併任広瀬二
期。文部技官採川卿1 1 督也･ 藤村糸
・岡本東三・吉、恵二・I l I 中倣史。７１i ：
務補佐貝採j l I l l l I 中みち子・' ' 1川かよ
子。飛鳴藤原憎跡凋査篭主査に圧命
宮沢智士。飛鳥藤原桝跡柵査室に剛股
換え森郁夫・木下正史・稲川孝, 1 ．
飛烏藤原宮跡調恋衆にi 脈柾ｉ凡i 付服・
天、起雄・西弘海。

5ｊ．j l l ~ｌ技能補佐貝採用辰己ﾌ ｧ 伊。
５ｊ1 1 6 ｢ Ｉ研究補佐典採用永卿柵「。

5〃2411

５ノj 2711

６１１１１１

似
、狐 当称年度

那職辰己労i ﾉ ﾄ 。

文部' Ｉｆ務悔採川大西聡。

文化１１量建造物課長にl mi d職換え（ﾉ ﾄ 藤

延ｿ)。

技能補佐典採川刀谷倣博。

』I f 務仙佐典採ﾊ｝森千雌. j 亀。
辞職細井ﾘ , L 教育委典会に就征水1 1 1 ：
和雄。辞職吉、恵美子。

研究Ni 佐貝採朋′ 腐木敬一。
辞職永野温子。

建造物研究室長に配枇換え鈴木孫ｌ１ｆｏ
補佐典採川祇| [ 峠子。
文部技' r I に配|鮒典え飯' ' 111秒｝。
文化庁記念物課にＩｌＩＩｎｊ阿部義平。
辞職黒崎陽ｆ・森千化- r ・・
辞職，稲井ﾘ I L ・朝倉氏遺跡I 淵在研究所
提に就任河原純之。辞職大阪府教
育委曲会に就ｌＥ村上調一・

1 冊南雌阿弥陀仏作樵蝶（泣製）
2 冊西大寺叙尊伝記集成
3 冊仁和寺史料寺誌細1
. 1 冊俊蛎坊飛源史料果成

川沢ｊＩＩ
小林｜剛l l
I l l I l 1徳
小林剛
Il Ii l I稔・
l l I l l i稔・
坪ル守１１
ｳⅡ藤催‘
l I I I l I稔.

11淵纏
隙顎
昭41第５
昭42節６
昭4 4 節5

11N‘ １５節７

I l l l l ' 琢・狩野・原・棚1 1拓ゾﾐ ・鬼頭・加藤催
狩野．! ﾉ ' 1膝似
1. 1111|' 稔･I l l I l 1啄･狩野･原･間１１妬ｿﾐ･工楽・鬼頭
岩木
I j I I 藤催・ﾉk野温子

5 冊平城惚木簡１
６冊仁和寺史料寺誌綿２
５冊平城欝木簡ｌ解説（別冊）

Ⅱ応招提寺史料



奈良国立文化財･ 研究所年報

Ⅶ組織規定
叩和2 4年法仲鮒1 4 6号文部省設置法抜誌昭和43年６月15日一部改砿

第3 6 条第4 3 条に規定するもののほか，文化庁に

次の機関を置く。

国立文化財研究所（前後略）

鋪4 1 条国立文化財研究所は，文化財に関するI 凋

査研究，盗料の作成及びその公表を行なう機関
とする。

２国立文化財研究所の名称及び位置は，次のと
おりとする。

名 称｜位侭

東京国立文化財研究所｜東京都

奈良国立文化財研究所｜奈良市

３国立文化財研究所には，支所を侭くことがで

きる。

４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は

文部樹令で定める。

文部省設置法施行規則抜輩
昭和2 8年１月1 3円文部描令2号, 追加昭和4 3年６月1 5 1 1
文部省令2 , 号, 昭和4 5年４月1 7 1 1文部省令第1 1号

鋪５索文化庁の附属機関

第４節国立文化財研究所

鮒２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に，所長を置く。
２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務課，美
術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並
びに平城宮跡発掘調査部を置く。

（庶務課の事務）

第1 2 5 条庶務課においては，次の覗務をつかさ

どる。

１職員の人事に関する事務を処理すること。

２職員の描利厚生に関する事務を処理すること‘

３公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に
関すること。

４経世及び収入の予算，決算その他会計に関す
る事務を処理すること。

５行政財産及び物品の管理に関する事務を処理

すること。

６平城宮跡の遺憐及び遺物の保全のための伴術
に関すること。

７庁内の取締りに関すること。

８前各号に掲げるもののほか，他の所' 龍に属し
ない顎務を処理すること。

（美術工芸研究室等の事務）

鋪1 2 6 条美術工芸研究室においては，絵画，彫

刻，工芸品，普跡，その他建造物以外の有形文
化財及び工芸技術に関する調査研究を行ない，
並びにその結果の公表を行なう。

２建造物研究室においては，建造物に関する開

査研究を行ない並びにその結果の公表を行な

う。

３歴史研究室においては，考古及び史跡に関す

る調査研究を行ない，並びにその結果の公表を

行なう。

（平城宮跡発掘調迩部の７室及び覗務）

第1 2 7 条平城宮跡発掘調査部に，考古館１調査
室，考古第２調査室，考古第３調査室，〕勤隊調
査室，計測修景調査室，史料調査室及び飛鳥藤
原宮跡調査室を置く。

２前項の各室（飛鳥藤原宮跡凋在室を除く）に
おいては，平城宮跡に関し，次項から鋪６項ま
でに定める事務を処理するほか，その発掘を行
なう。

３考古第１調査室，考. ｌｌｆ第２調査室及び考古節
３調査室においては，別に定めるところにより
分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

４遺椛調査室においては，遺構の保存整理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

５計測修景調査室においては，遺構の計測及び
修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行なう。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び
調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行なう。

７飛鳥藤原宮跡調査室においては，飛鳥藤原宮
跡の発掘，遺櫛及び遺物の保存整理及び調査研
究舷ぴにこれらの結果の公表を行なう。

－６０－



職 員

所属｜氏名 宮

( 1 9 7 2年３月30日現在）

職｜担当
松下隆章文部技官所長
石藤守雄文部事務官課長
寺尾敏明文部事務官課長補佐
広瀬二朗文部事務官専門員平城事務
岩本次郎文部事務官庶務係長庶務図書資料
坂口義尚文部事務官会計係長会計

広瀬二朗文部事務官灘§雛( 併任) 平城整備管理
八幡扶桑文部技官（併任）写真
井上政和文部事務官 庶務

庶西田健三文部事務官 飛鳥藤原事務
加藤建夫文部事務官 会計
渡辺康史文部技官 平城整備悩理
大西肇文部事務官 会計
丹阪信次文部事務官警務員長平城警備
木寅忠雄文部事務官 平城醤Ｉｉｌｉ

務森田光治文部事務官平城警備
岡田博死文部２１鰯官 警備
中西建夫文部技官 自動車運娠
阪田信男文部技官 自動車運娠
宮本宣代事務補佐員 所長室付

庶務牒熟鱈撫 : ：庶務
田中翠ちこ事務補佐員 庶務
山下久子事務補佐員 会計
福住八重子事務補佐員 会計
細川純子事務補佐員 会計
中坊ひろ美事務補佐員 会計
中川かよ子事務補佐員 図書資料
森千m佳子事務補佐員 平城庶務
東田すゑ子事務補佐員 平城会計
石田‘ 信子事務補佐員 平城図書資料
梶幸治郎技能補佐員 平城保安
石川千恵子研究補佐員 平城公開
城本きよの業務補佐員 平城庁務
前川重子事務補佐員 平城整陥管理

葵研長谷川誠文部技官室長彫刻

璽究星山晋也文部技官彫刻
芸窒守田公夫調査員（非常勤）工芸
鈴木嘉吉文部技官室長建築

建研難誰劉蕊$ 蝿：雛：
造究細見啓三文部技官（併任）建築

物室村上籾一文部技官（併任）建築～福田幸子研究補佐員 資料整理
福山敏男調査員（非常勤）建築

． , 田中稔文部技官室長歴史
歴研松下正司文部技官（併任）考古

究瀧蕊劉溌謬鱈喜喜
史室加藤優文部技官（併任）歴史
堀池春峰調査員（非常勤）歴史

蕊麓蹴: 悪…。跡部

所属｜氏名Ｉ官職｜担当

横山浩一文部技官室長考古
町田章文部技官・考古

欝霧: 嬢雛：驚喜
第西村康文部技官考古

調黒崎直文部技官考古
童山中敏史文部技官考古垂沢田正昭文部技官保存科学
八幡扶桑文部技官専門職員写真
佃幹雄文部技官写真
真木礼子技術補佐員写真

平毛利光用子研究補佐員演料整理
河原純之文部技官室長考古

嬢灘願繍蕊“ “ " ‘考古
二小笠原好彦文部技官考古

爾蓬: 鍵耀藻
跡考八賀晋文部技官室長考古
嘉工楽善迩文部技官考古
発扇松下正司文部技官考古
査田辺征夫文部技官考古
室岡本東三文部技官考古

掘一

綱#鰭雛…・建築建築
蔓難雛蕊：：景
査一藤村泉文部技官建築
計

灘灘護総霊長遮跡庭“遺跡庭園
調伊東太作文部技官遺跡庭園
蔓田中哲雄文部技官遺跡庭園
史狩野久文部技官室長歴史
料横田拓実文部技官歴史
嬰綴清溌# 蕊驚豊
室東野治之文部技官歴史

河原純之文部技官室長( 併任) 考古
宮沢智士文部技官主査建築
猪熊兼勝文部技官考古

鷲森郁夫文部技官考古藤安達厚三文部技官考古
督癌蕊劉蕊警喜
跡西村康文部技官（併任）考古
調西弘海文部技官（併任）考古

蔓謡薙溌懸餅任) 建築考古
黒崎陽子研究補佐員考古
宮本敬一研究補佐員考古
刀谷敏博技能補佐員自動車運転


